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高度な専門知識と豊か

な教養、高いデザイン力を
有し、社会を牽引する「知」
を備えた人材を育成。

 新たな学位プログラムの
構築、高度汎用力教育
プログラム等の実施

 教育の質保証と国際標
準化（シラバスの実質化、
科目番号制の導入等）

 学事暦の改革によるグ
ローバルな教育交流の
強化

 新たな総合入試制度を
平成29年度から導入し、
入学定員の約10％を受
け入れ

イノベーションの推進や心豊

かで平和な社会の実現のため、
学内の多様性を強みとした異分
野融合による新たな学術領域
の創造と学術研究の推進により、
学問の真髄を究める基礎・基盤
研究を振興。

 国際共同研究推進プログラムをは
じめとする様々な制度を活用した
国際ジョイントラボ等を増加（平成
33年度末までに80件）

 異分野融合を含めた学術領域を
創成するための母体となる組織の
設置（平成33年度末までに10領域
程度）

 優れた業績を誇る研究者の招へい
（評価連動型年俸制、クロス・アポ
イントメント制度等の活用）

 若手研究者の支援（若手研究者キ
ャリアアップ支援プログラムやチャ
レンジ支援プログラム等）

徹底した「国際化」

を全学的に断行すること
で国際通用性を高め、多
様な知の協奏と共創を具
現化する世界展開力を強
化。

 学生の海外派遣増加、
留学生の受入増加

（平成33年度までに派
遣８％、受入15％）

 大学間学術交流協定
の増加
（平成32年度末まで
に120件）

 外国人教員の増加
（平成33年度末まで
に400名程度）

総長のリーダーシ

ップのもと、機動
的・弾力的な組織運
営を行い、構成員の
合意形成と透明性の
確保を旨とする経営
戦略に基づくガバナ
ンスを構築。

 大学の強みや特色を
生かした機動的なガ
バナンス体制を構築

 学内資源の戦略的な
配分

 若手研究者の支援
（平成33年度末まで
に、若手教員の割合
を30%程度に増加）

■第３期中期目標・中期計画の主要事項

社会ニーズを先取り

したオープンイノベーシ
ョンを創出すべく、産学
官の戦略的かつ包括的な
連携を強化・推進し、本
学の研究成果を国内外に
広く還元。

 協働研究所や共同研
究講座等の阪大方式
の産学連携制度を深
化（平成33年度末ま
でに新規テーマに取
り組む講座・研究所
を40以上設立）

 研究者の研究成果公
開などの活動（アウ
トリーチ活動）の推
進

第３期中期目標・中期計画の概要
-第３期中期目標（平成28年３月１日付け（文部科学大臣提示）、平成31年３月26日付け（文部科学大臣変更提示））-
-第３期中期計画（平成28年３月31日付け（文部科学大臣認可）、令和２年３月25日付け（文部科学大臣変更認可） ）-

教育 研究 社会貢献・社会連携 グローバル化 業務運営

○ 大阪大学は、その源流である懐徳堂と適塾の精神を継承し、世界に開かれた大学、世界に貢献する大学となることを志す。

○ 多様な知の協奏と共創によって、学問の真髄を極める高いレベルの教育研究を追求する。

○ 新たな学術領域の創成、専門分野を超えた知の統合学修を通じて地球規模の社会問題を解決し、人間性豊かな社会の創

造に大きく貢献する人材を輩出する。

中期目標
の 前 文

参 考

-2-



-3-



-4-



-5-



-6-



-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



-13-



-14-



-15-



-16-



-17-



-18-



-19-



-20-



-21-



-22-



-23-



-24-



-25-



-26-



-27-



-28-



-29-



-30-




